
様式１

令和８年度（第22回）若手農林水産研究者表彰
申請書

１．受賞候補者
	氏名（フリガナ）
	○○○○（○○○○）

	年齢（生年月日）
	○歳（昭和・平成○年○月○日）※不要な元号は削除すること

	所属名・役職名
	○○県　○○研究センター　○○研究員

	候補者所属先住所

	〒○○○－○○○○
　○○県○○市○○町１－１



	・　氏名は、原則として戸籍と同一の文字を使用し、必ずフリガナを付すこと。
・　年齢は、令和８年４月１日現在の満年齢とする。
・　現住所は、都道府県名から記載し、番地等の数字はハイフンで結ぶこと。
・　株式会社は（株）、有限会社は（有）等とし、役職名は正確に記載すること。
・　表彰の対象は、令和８年４月１日現在で40歳未満の者である。



２．推薦機関
	機関名・代表者名
	

	所在地
	〒

	推薦事務担当者
氏名(ﾌﾘｶﾞﾅ)､所属､役職､連絡先(郵便番号､住所､TEL､FAX､E-mail)

	


	推薦理由
	



	・　本項には、推薦機関及びその機関内の推薦事務担当者を記載すること。
・　「所在地」欄は、都道府県名から記載し、番地等の数字はハイフンで結ぶこと。
・　「推薦事務担当者」欄は、確実に連絡のとれる者を記載すること（複数名記載も可とし、複数名記載する場合も所属、役職等の各項目は全て記載するとともに、主となる担当者に○を付すること）。
・　推薦機関が推薦する理由を、600字程度で記載すること。



３．業績名等
	業績名 (（フリガナ）)
	△△解析 (カイセキ)手法 (シュホウ)の開発 (カイハツ)と□□への応用 (オウヨウ)に関 (カン)する研究 (ケンキュウ)

	研究分野
	Ｆ、Ｓ（○○○）
	※左記には、業績名に該当する研究分野の記号を記載すること（複数選択可）。
Ａ：水田作、Ｂ：畑作、Ｃ：園芸、Ｄ：病害虫、Ｅ：土壌、Ｆ：食品、Ｇ：林野、Ｈ：水産、Ｉ：機械、Ｊ：土木、Ｋ：畜産、Ｌ：草地、Ｍ：動物衛生、Ｎ：バイオマス、Ｏ：ライフサイエンス、Ｐ：ゲノム、Ｑ：ＧＭＯ、Ｒ：経営、Ｓ：その他


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※上記研究分野欄内の記号は消さないこと。）
	・　業績名は、選考対象とする研究テーマの内容を的確に表すものを記載すること（複数不可）。
・　業績名は、28文字以内で記載すること。
・　研究分野は、業績名に該当する研究分野を選択肢より記載すること（複数選択可）。また、「Ｓ：その他」を選択した場合は、Ｓ（○○○）というようにカッコ書きで研究分野の分かる内容を記載すること。


４．業績概要（要約）
	





	・　下記８の項目で記載する内容について、400字程度で要約した業績概要を記載すること。



５．受賞候補者の研究経歴
	年月日
	所属名・役職名等
	研究テーマ

	平成○年○月○日
	○○大学○○部○○学科卒業
	○○専攻

	平成○年○月○日～
	○○県○○研究センター　研究員
	○○○の研究（○○領域担当）

	令和○年○月○日～
	同　○○研究室　○○研究員
	△△△の研究（△△領域担当）



	・　本件候補者の最終学歴から現在までの研究経歴について記載すること。
・　「研究テーマ」欄は、最終学歴の行に、就学中に専攻していた分野を記載するとともに、その後に携わった研究テーマについてそれぞれ「所属名・役職名等」欄に対応するよう記載すること。
・　選考対象とする研究テーマに下線を付すこと。



６．組織概要
	候補者名
	組織名
	資本金
（百万円）
	従業員数
（人）
	年間売上げ
（百万円）
	主要製品名
（売上げ比率）

	○○○○
	○○県
	
	
	
	



	・　所属する組織の概要を示す資料（パンフレット等）を添付すること。
・　国立大学法人、都道府県、国立研究開発法人等の機関の場合には、「候補者名」、「組織名」及び「従業員数」欄のみ記載すること（パンフレット等は不要）。



７．表彰歴
	表彰年月日
	表彰名
	表彰業績名
	表彰主催機関名

	平成○年○月○日
	○○賞（○○表彰）
	「○○の開発」
（受賞者名：○○○○）
	（財）○○協会



	・　選考対象とする研究テーマについて、候補者がこれまでに受けた表彰を全て記載すること。ただし、多い場合はメインとなるものの記載でも可。
・　受賞者名について、連名による受賞の場合には、全ての受賞者名を記載した上で、本件に係る候補者名のみに下線を付すこと。
・　記載したすべての表彰歴について、表彰状の写し並びに受賞理由及び業績内容のわかる資料（表彰主催機関の対外発表資料、新聞記事等）の写しを添付すること。
・　研究グループ等での受賞歴については、そのメンバーに入っていることがわかる資料を提出すること。



	・　上記１～７の項目については、Ａ４用紙２枚以内にまとめること。








８－１．業績の概要
	選考対象とする
研究（研究期間）
	○○○の研究（平成○年○月～平成○年○月、又は令和○年○月～現在継続中）
※研究テーマや研究課題を記載するものとし、上記３の業績名を記載しないこと。

	共同研究者名（役職名）
	○○○○（○○県○○研究センター　○○研究員）、△△△△（○○同室長）、□□□□（○○同次長）、▲▲▲▲（○○研究所主任研究員）、◇◇◇◇（○○研究所研究員）

	候補者の担当領域
	

	候補者の貢献度
	
	％
	※「候補者の貢献度」とは、本件候補者が当該研究テーマの遂行・進捗に
どの程度貢献したかを共同研究者との相対的関係から数値化したもの。

	（１）選考対象とする研究テーマの該当研究分野における位置付け
※当該分野における本研究テーマの目的を含めて簡潔明瞭に記載すること。
・
・
・
（２）選考対象とする研究テーマの具体的内容　
①　本件候補者の研究内容
※本候補者の研究の独創性が、明確に理解できるように記載すること。
・
・
・
②　本件候補者の着眼点とその論理的根拠
※本研究テーマにおける具体的研究手法・手段を含めて簡潔明瞭に記載すること。
・
・
・
（３）当該分野における研究の流れ
※当該分野における研究動向（方向性・手段等）について、現状及び問題点を中心に記載すること。
・
・
・
（４）当該分野における本件候補者の着眼点の優秀性
※本件候補者の着眼点の優秀性について、当該分野に対するインパクト等を含めて記載すること。
・
・
・



	・　本項は、Ａ４用紙１枚で簡潔にまとめ、当該分野の専門家以外の者にも理解できるように作成すること。
・　文章は、全て箇条書きとし、簡潔明瞭に記載すること（図表の使用は不可）。
・　本件候補者の成果と関係のない内容は、記載しないこと。
・　「共同研究者名（役職名）」欄には、本件候補者を含む全員を記載するものとし、本件に係る候補者名に下線を付すこと。
・　上記の※赤文字部分は、作成時に削除すること。




８－２．選考対象とする研究テーマの内容
	






	・　本項は、Ａ４用紙１枚で簡潔にまとめ（図表も含める）、当該分野の専門家以外の者にも理解できるように作成すること。
・　特に、上記８－１の「（２）選考対象とする研究テーマの具体的内容（①本件候補者の研究内容、②本件候補者の着眼点とその論理的根拠）」及び「（４）当該分野における本件候補者の着眼点の優秀性」については、図表を用いて理解しやすく説明すること。
・　図表は、カラーも可とする。なお、ワードファイルに画像ファイルを貼りつけることは可とするが、様式１のファイルサイズが１メガバイトを超えないよう留意すること。
・　図表について、特許公報等の図表の転用は原則不可とする。なお、やむを得ず特許公報等の図表を使用する場合には、内容を理解する上で必要な説明を全て付すこと。
・　図表には、必ず概要説明を付すこと。




８－３．将来期待される社会的インパクト
	






	・　本項は、Ａ４用紙１枚で簡潔にまとめ（図表も含める。）、当該分野の専門家以外の者にも理解できるように作成すること。
・　当該研究業績が将来どのような研究・新技術開発に発展し、農林水産業や食生活その他の国民生活の向上等にどのように貢献していくのかをロードマップ的に記述すること（今後の研究展開イメージや共同研究等により５～10年後に実用化されるイメージを明記するとともに、想定される社会的インパクトについて述べること）。
具体的には、
（1） 上記４で記載した研究業績のうち得られた具体的成果を100字程度で簡潔に示す。
（2） 農林水産業等のどの分野に貢献するのかを明示する。
（3） これまでの研究を踏まえた今後の発展例を示す（共同研究の実施、成果の普及など）。
（4） 可能な限り５～10年後の実用化のイメージを示す（本件候補者以外の取組や波及効果含む）。
（5） 最後に社会的なインパクトを想定して論述する。
　　以上を600字程度で記載し、用紙の半分程度を利用して図表を添付する。
・　図表は、カラーも可とする。なお、ワードファイルに画像ファイルを貼りつけることは可とするが、様式１のファイルサイズが１メガバイトを超えないよう留意すること。
・　図表には、必ず概要説明を付すこと。




	・　上記１及び３から８までの項目については、表彰を受けようとする者、又は表彰の候補者を推薦しようとする者において記載すること。２の項目については、推薦機関において記載すること。





